


















































わけである。この章の冒頭で、社会学は 19 世紀前半から 20 世紀初頭にかけて生まれた新しい
社会科学である、と述べた。「伝統社会」が衰退して「近代社会」になると、どういう社会現
象や社会問題が発生するか、という「近代社会」への変動の内実が、近代化を早々と開始した






以上述べてきた社会学の特徴をまとめる．第 1 に、後発の社会科学であること。第 2 に、あ
る社会現象を説明する場合、社会学的な説明の特徴は、1 つ以上の社会的な要因を使って, 
その社会現象を説明することである。第 3 に、社会学の研究対象は「近代社会」である。 




























































































































































































































キャノンの「ホメオスタシス」（『からだの知恵』原著 1932 年、訳 1981 年）、L. フォン・ベ
































































































































































































































































かつて R. ダーレンドルフ（訳 1964 年）は、社会理論においては「統合理論」（合意モデル）
と「闘争理論」（支配理論）を 1 つにまとめることはできないので、「統合理論」と「闘争理論」











































































































































































































































































旧稿と本稿との異動を記す。1. から 6. までは、2008 年当時準備した原稿である。この部分のうち、5. 5. 










1 社会学の特徴を「（社会的要因による）説明」と「懐疑」の 2 つに大別する考え方は、L. J. McIntyre
（1999、2002）を参考にした。 









4 フォン・ベルタランフィの著書は 1968 年に発行されているが、「一般システム理論」という考え方を広
める活動は、それ以前から開始されている。『新社会学辞典』によると、「一般システム協会」は 1954
年に設立されている（『新社会学辞典』）： 1323 頁）。また、Wikipedia によれば「一般システム理論」




6 千石好郎も、以上のようなソヴィエト連邦についてのパーソンズの論評に言及している（千石好郎 2004: 
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The purpose of this paper is to critically analyze the basic concepts of T. Parsons’ sociological theory in relation to 
preceding classical sociological theories and social system theory. The reason why his theory was influential in the 
mid 20th century was that his structural-functional theory could explain the dominance of USA over the Soviet Union 
in the cold war period from the theoretical viewpoint. 
After Parsons remain three theoretical issues, which are: (1) the gap of the globalization currently in progress and 
his conception of “boundary maintaining system”, (2) his tendency to give excessive stress on “normative elements” 
in his “control hierarchy” theory (ex. the Fall of Berlin Wall in 1989 could not be explained according to his “control 
hierarchy” theory) and (3) incompatibility of agency and structure, or that of the integration theory and the conflict 
theory.  
Luhmann’s theory of autopoiesis is considered to be an attempt to get over the second theoretical issue and 
Giddens’ theory of structuration an attempt to solve the third one.  
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